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要  旨 

 

 侵略的な外来生物であるムラサキイガイは国内の港湾構造物表面に付着し，その遺骸に加えて多量

の糞が底面上に堆積することによって，底質の悪化，底層水の貧酸素化，および生物群集組成の変化

を引き起こす．その対策をしていくためには，ムラサキイガイの糞の環境への影響を定量的に把握す

る必要がある．しかし，実海域において懸濁態有機物の中からムラサキイガイの糞を定量的に測定す

る方法は無く，底質環境への影響の定量的評価は行われていない．そこで本研究では，ムラサキイガ

イの底質環境への影響の定量評価に向けて，ムラサキイガイの糞の形態的特徴を用いて懸濁態有機物

の中からムラサキイガイの糞を判別する手法を開発することを目的とする． 

 東京港内で採集した20個体のムラサキイガイから計60個の糞を採取して実体顕微鏡で観察した．糞

の特徴として，定量的な2項目（糞の長さ，糞の最大幅）と，定性的な10項目（輪郭に関する6項目：

形が細長，形が扁平，幅が均一，縁付近が不透明，長軸中心線付近が不透明，全体が不透明．彫刻に

関する4項目：縦筋がある，縁に横筋模様がある，長軸中心線付近に横筋模様がある，長軸中心線付

近に穴がある）を調べた．また，ムラサキイガイの糞の形態的特徴が，種特異的であるかについて，

他の海洋生物の糞の形態に関する情報を収集し検討した． 

全てのムラサキイガイの糞に共通する特徴は形が細長であり，90%以上の糞に該当するその他の特

徴は，幅が均一，形が扁平，縦筋がある，の3点だった．これら4点の特徴をすべて備えた糞の割合は

全体の86.7%だった．これら4点の特徴を持つ糞を排泄する海産無脊椎動物種は6種確認されたが，ム

ラサキイガイと同所的に生息する種はムラサキイガイほど優占しないため，ムラサキイガイの糞の量

の推定に際し，大きな誤差要因とはならないと考えられた．したがって，上記の4点の形態的特徴に

基づくことによって，懸濁態有機物の中からムラサキイガイの糞を視覚的に高確率で判別できると考

えられる．  

 

キーワード：糞，糞形状，付着生物，ムラサキイガイ，翼形亜綱 
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Synopsis 

   The invasive alien marine mussel Mytilus galloprovincialis attaches to the surfaces of port structures and 

deposits a substantial amount of its fecal pellets and mortal remains, causing deterioration of the sediment 

environment, hypoxia in bottom water and changes in the biological community. It is therefore necessary to 

quantitatively understand the effect of the fecal pellets on environments in order to consider 

countermeasures against these negative impacts. However, there is no method of quantitatively measuring 

mussel feces in situ. The present study aims to develop a method of distinguishing the mussel feces from 

other suspended organic matter based on the morphological characteristics of the feces, in order to 

quantitatively assess the effects of the mussel on sediment environments. 

  Sixty fecal pellets were collected from 20 individual mussels in Tokyo port and examined under a 

stereomicroscope. As characteristics of the pellets, two quantitative factors (maximum length and 

maximum width) and ten qualitative factors (six factors for outline: elongated shape, compressed shape, 

even width, opaqueness around the margin, opaqueness around the center and overall opaqueness; four 

factors for sculpture: longitudinal line, transverse clefts in the marginal area, transverse clefts in the central 

area and a hole in the central area) were examined. Morphological features of fecal pellets shed by various 

marine invertebrates were researched by searching the literature to verify whether common morphological 

characteristics of M. galloprovincialis feces are species-specific. 

   All fecal pellets of the mussels were elongated and over 90% of the pellets had the three morphological 

characteristics: even width, compressed shape and longitudinal line. A high percentage (86.7 %) of the fecal 

pellets had these four characteristics in common. Fecal pellets of seven marine invertebrates have these 

characteristics, however, their feces may not cause serious errors in estimating the volume of M. 

galloprovincialis feces because the seven species are less dominant than the mussel in most cases. We 

conclude that fecal pellets of the mussels could be distinguished morphologically from other suspended 

organic matter with high probability by visually checking the four characteristics. 
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1. はじめに 
 

 国内の富栄養化した海域の護岸や防波堤等の港湾構造

物の直立壁面部の中潮帯及び低潮帯には，ムラサキイガ

イMytilus galloprovincialisが高密度に付着していること

が多い（梶原，1994）．ムラサキイガイの原産地は地中

海及び東大西洋沿岸であるが(Branch and Steffani, 2004)，

日本国内では1920年代頃から確認されるようになり，そ

の後全国で見られるようになった（大谷，2002）．  

ムラサキイガイは生態系に強い影響を及ぼすため，外

来生物法で要注意外来生物に指定されており（環境省自

然環境局），世界の侵略的外来種ワースト100（Lowe et al., 

2000）や，日本の侵略的外来種ワースト100（村上・鷲谷，

2002）にも選定されている．ムラサキイガイの高密度の

密生は生物相に影響を与えるだけでなく，多量の排泄物

や遺骸の堆積が底質を悪化させ，ひいては海域環境の悪

化を引き起こすことが指摘されている（矢持ら，1995；

Stenton-Dozey et al., 2001; Jovanovic et al., 2009）． 

 ムラサキイガイの排泄物や遺骸等の有機物が大量に海

底に堆積すると，有機物の増加，有機物の分解に伴う酸

素消費が引き起こす底層水の貧酸素化，底質中の還元性

硫化物の増加，好気性生物の生息場としての質の低下，

及び生物の種組成と栄養群の変化等が起こる（Rhoads 

and Germano 1986; Stenton-Dozey et al., 2001）．既に富栄

養化や富栄養化に伴う貧酸素化が問題となっている水域

においては，ムラサキイガイの排泄物や遺骸による有機

物の堆積の促進は，海域の富栄養化をさらに増長させる

ことになる． 

閉鎖性が強く流速や波浪の弱い水域では，生物の排泄

物や遺骸は生息域の直下に堆積しやすい（矢持ら，1995; 

Giles and Pilditch, 2004）．Zúñiga et al. (2014) は平均流速

5 cm s-1，年間生産量約187 kg m-2のムラサキイガイの養

殖場における懸濁物質の堆積速度が，対照区の6－7倍に

達することを明らかにしている．この流速（5 cm s-1）は，

京浜運河の流速の中央値2.55 cm s-1（佐藤ら（2007）より

算出）や清水港水深0.5 mの平均流速2.5 cm s-1 及び水深

4.0 mの平均流速1.61 cm s-1 (Sato et al. 2006) と比べて速く，

神戸港沖合約5 kmの海底面上1 mの流速の中央値5.35 cm 

s-1（宮本ら（1986）による1985年10月から1986年2月まで

の測定値に基づきより算出）と同程度であり，比較的に

閉鎖性が高い港湾部の流況はムラサキイガイの排泄物や

遺骸を堆積させるのに十分な条件であることを示してい

る． 

排泄物の粒径は排泄物を構成する粒子の粒径よりも大

きいため，排泄物の沈降速度は排泄物を構成する粒子よ

り速い (Haven and Morales-Alamo, 1968; McCall, 1979)．

水中における粒子の沈降速度は粒子の大きさの他に, 形, 

表面積, 比重によって異なる(Smayda 1969; Fowler and 

Small 1972; Ladle et al. 1987; Butler and Dam 1994; Viitasalo 

et al. 1999; Giles and Pilditch 2004; Callier et al. 2006)．ム

ラサキイガイに取り込まれ，大きな粒子となった排泄物

は，生息域の直下もしくはその周辺の海底に堆積し易い．

片岡ら（1998）によると，デトライタスの沈降速度は

0.000375 cm s-1である．排泄物の沈降速度はムラサキイガ

イの近縁種であるヨーロッパイガイMytilus edulis（殻長3

－7 cm）の糞で0.27－1.81 cm s-1 (Callier et al., 2006)，モ

エギイガイPerna canaliculus（殻長2.73－11.41 cm）の糞

で0.2－4.5 cm s-1，モエギイガイの擬糞で0.1－4.0 cm s-1 

(Giles and Pilditch, 2004) ，カキ類の糞で2－3 cm s-1（片岡

ら，1998）である． 

 ムラサキイガイの遺骸及び排泄物の底質への影響を定

量的に評価するためには，それぞれの堆積物量を定量的

に測定する必要がある．ムラサキイガイの脱落による底

質への影響は，野外調査を含めて研究されている（梶原

ら，1978；矢持ら，1995；三好ら2009；森ら，2010）．

一方，排泄物に関する研究は人工飼育下で多く行われて

いるものの（楠木，1970; Zúñiga et al., 2014），野外での

研究例は少ない．野外で行われた研究の多くは，実験区

と対照区の全沈降物の比較による検証のみである

（Jovanovic et al., 2009; Zúñiga et al., 2014）．この沈降物

の中には水中の懸濁物質，および他の生物種の遺骸や排

泄物も含まれており，ムラサキイガイの排泄物量を定量

的に正確に評価されたとは言い難い． 

 ムラサキイガイの排泄物には糞と擬糞がある．糞は餌

として摂餌された粒子が消化管を通り排泄されたもので

あるが，擬糞は食物として利用できないものを，消化管

に取り込まれることなくまとめて排出された塊である

（八杉ら，1996）．擬糞はしばしば不定形である(Giles and 

Pilditch, 2004；Alexander et al., 2008；Nagasoe et al., 2011)．

糞は擬糞よりも沈降速度が速い傾向にあるため(Giles 

and Pilditch, 2004)，糞の方がより局所的に堆積すると考

えられる．さらに，約6か月間（10月－翌年4月）の排泄

量は擬糞よりも糞の方が多い（楠木，1970）．そのため，

底質の悪化には，擬糞よりも糞の方がより大きく寄与す

ると考え，本研究では糞に着目することとした． 

実海域において，様々な物質を含む沈降物（図－1）の

中から，ムラサキイガイの糞の量を定量的に測定するた

めには，ムラサキイガイの糞を抽出するための技術が必

要である．動物の糞は個々の種ごとに特徴的な形態をし

ており（Wotton and Malmqvist, 2001），糞の形態に基づ 
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図－1 東京湾沿岸のムラサキイガイ生息域から得られた 

   沈降物．シャーレ底面の格子は1辺1cm 

 

くグループ分けが試みられている（Manning and Kumpf, 

1959; Arakawa, 1970）．ムラサキイガイの糞は断面の形

が特徴的なW型をしており（Arakawa, 1970），形態に基

づいてムラサキイガイの糞を判断できる可能性がある．

このことから著者らは，まずムラサキイガイの糞の形態

を明らかにし，その形態に基づいて糞を堆積物の中から

判別する方法を考えた． 

 そこで本研究では，ムラサキイガイによる底質環境へ

の影響の定量評価に向けて，糞の影響を定量的に評価す

ることを可能とするために，ムラサキイガイの糞の形態

的特徴を用いて懸濁物の中からムラサキイガイの糞を判

別する手法を開発することを目的とする． 

 

2. 方法 
 

2.1 貝の採集と観察 

2014 年 6 月 24 日に東京港内において様々な大きさの

ムラサキイガイ 20 個体を採集した．これらの貝は現地の

海水と共にクーラーボックスへ入れ，その日のうちに当

研究所まで運んだ．貝は目合い約 1 mm の袋状のネット

の中へ入れ，当研究所内の護岸（久里浜湾）からロープ

で吊るし，干潮時にネット部が干出しない深さで 2 日間

蓄養した．その後，貝を回収し，当研究室において 1.5 L

の久里浜湾の海水（塩分 29.8）を満たし，エアレーショ

ンしたプラスチック製の容器の中へ貝を 1 個体ずつ収容

した．これらの容器内の海水の水温は 21－22°C に保った． 

貝を観察し，糞を発見したら駒込ピペットを用いて 1 個

分ずつ糞を吸引し，シャーレへ移した．糞は 1 個体の貝 

 

図－2 ムラサキイガイの糞の形態的特徴を示した模式図． 

 

 

図－3 ムラサキイガイの糞の各形態的特徴．(a) 形が扁平 

で縦筋がある，(b) 幅が均一で縁付近が不透明，(c) 

幅が不均一，(d) 全体が不透明．縦筋がある，(e) 長

軸中心線付近が不透明．長軸中心線付近に穴があ

る，(f) 縁に横筋がある． 

 

につき 3 個ずつ採取した．得られた糞はスケールと共に

デジタルカメラ（Optio W30, Olympus）で撮影した．小

さな糞の場合は，実体顕微鏡（SZX16, Olympus）の接眼

レンズにデジタルカメラを接して，7－50 倍に拡大した

像を撮影した．糞の形態は先述の実体顕微鏡を用いて 7

－50 倍で観察した．水温 24 ± 1°C の海水中では，ムラサ

キイガイの糞が微生物に分解されることによって，排泄

から 8 時間以内で糞の構成成分は大きく変化する

（Fabiano et al., 1994）．そのため，すべての糞に関する

観察と記録は，排泄後 7 時間以内に完了させた． 

糞の形態に関する記録は， 2 種の定量的な因子（糞の

縦の長さ（以下，糞の長さとする），糞の最大幅）と，

10 種の定性的な因子（輪郭に関する 6 項目の特徴 形が

細長，形が扁平，幅が均一（幅が顕著に変化せず比較的

均一であるか），縁付近が不透明，長軸中心線付近が不

透明，全体が不透明；彫刻に関する 4 項目の特徴（縦筋

がある，縁に横筋模様がある，長軸中心線付近に横筋模

様がある，長軸中心線付近に穴がある）について行った
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（図－2，図－3）． 

糞の長さと最大幅は，先述した糞の画像から Imagej

（NIH, Bethesda, MD）を用いて測定した．長さを測定す

る際，長さの基準として 2 種類の格子を利用した．一方

の格子は 1 辺 5 mm，他方の格子は 1 辺 1 mm である（付

録の写真を参照）．付録には格子の表示されていない写

真があるが，糞の形態測定用に別途撮影した写真がある．

糞の縦の長さと最大幅を測定するためには，糞の縦方向

（糞の長さを測定する方向）と，幅方向（糞の幅を測定

する方向）を識別できなくてはならない．著者らは糞の

縦方向と横方向を，糞の端の輪郭で判断した．縦方向の

場合，両辺の輪郭は粗く，凹凸が目立つ．一方，幅方向

の場合は両辺の輪郭がなめらかで，凹凸は目立たない．

一部の糞では，糞の縦方向の一端に多数の生きた線虫が

含まれていたが（ID18-1 の糞．付録を参照），一例しか

確認できなかったため，糞の縦方向と横方向を判断する

材料とするのは困難であると考えられた． 

実験に用いた貝の殻長はノギスを用いて 0.1 mm の精

度で測定し，殻表面の水分を拭き取った後，電子天秤

（UX220H, Shimadzu）で湿重量を計った． 

 

2.2 ムラサキイガイの糞と他種の海洋生物の糞の形態的 

比較 

 堆積物や懸濁物質の中には様々な海洋生物種の糞が混

在する．そのため，ムラサキイガイの糞と形態の類似し

た糞を排泄する生物が調査海域に分布していた場合，こ

の生物の糞を誤ってムラサキイガイの糞として分別する

ことにより，ムラサキイガイの糞による底質環境への影

響を過大に評価することになる．そのため，様々な海洋

生物の糞が，ムラサキイガイの糞に共通する 形態的特徴

を備えているかについて，貝類を中心に調べた． 

 各種海洋生物の糞に関する情報は文献から収集し，3.2

節で得られたムラサキイガイの糞に共通する形態的特徴

を各種海洋生物の糞が持つかについて調べた． 

 

3. 結果 
 

3.1 実験に用いた貝のサイズと重量 

 実験に用いた20個体のムラサキイガイの殻長及び湿重

量の頻度分布を図－4に示す．殻長の範囲は6.1－86.4 mm

であり，殻長の中央値及び四分位範囲は32.75  mmと20.95 

－ 58.80 mmだった．一方，湿重量の範囲は0.026－54.92 g

であり，湿重量の中央値と四分位範囲は3.53 gと0.89 － 

20.74 gだった． 

 

 

図－4 実験に用いたムラサキイガイの(a)殻長及び(b)湿重

量の頻度分布． 

 

 

図－5 ムラサキイガイの(a)糞の長さ及び(b)糞の幅の頻 

    度分布． 

 

3.2 ムラサキイガイの糞の形態的特徴 

 得られたムラサキイガイの糞60個すべての画像を付録

に示す．糞の形態は多様であり，連続した1本の糞であっ

ても，途中から形態的特徴の変化する糞も見られた．  

糞の形態的特徴10種のうち，すべての糞に共通してい

たのは形が細長いことであった． 

測定した60個の糞の長さと幅の頻度分布を図－5に示

す．糞の長さの範囲は0.22 － 44.03 mmであり，糞の長さ

の中央値と四分位範囲はそれぞれ5.44 mmと1.38 － 11.2 

mmだった．同じ糞を測定して得た長さと幅の値を比較し

た場合，糞の長さは常に幅よりも長かった（図－6）．こ

の結果は，観察したすべての糞が細長かったことを示し

ている． 

その他の形態的特徴の中で，全ての糞の90%以上に共

通していた特徴は，幅が均一，形が扁平， 縦筋があるこ

との3点であった．この3点と形が細長を加えた4点の形態 
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図－6 ムラサキイガイの糞の長さと幅の関係．直線は糞 

   の長さと最大幅が等しい時の点の集合． 

 

的特徴をすべて備えた糞の割合は，全体の 86.7%（52/60

個体）だった．いずれか 3 点の特徴を備えた糞の割合は

93.3%（56/60 個体），いずれか 2 点の特徴を備えた糞の

割合は 100%（60/60 個体）だった（表－1 を参照）． 

 

3.3 ムラサキイガイの糞と他種の海洋生物の糞の形態比 
較 

8綱73種の海洋生物の糞の形態に関する情報を入手し

た．これらのうち，前節で得られたムラサキイガイの糞

に共通する4種の特徴（1．形が細長，2．幅が均一，3. 形

が扁平，4. 縦筋がある）を全て備えた糞を排泄する生物

種は6種（マメガキ，アメリカイリエヒバリガイ，

Brachidontes modiolus，ヨーロッパイガイ，Isognomon 

alata，I. radiata）確認され，すべて翼形亜綱に属する二

枚貝類だった（表－2）．表－2のArca imbricataから

Isognomon radiatusまでの範囲はすべて翼形亜綱の貝で

あり，翼形亜綱に属していても，ムラサキイガイとは異

なる形態の糞を排泄する種も確認された． 

マメガキはネズミノテ科（Plicatulidae），アメリカイ

リエヒバリガイ，Brachidontes modiolus，ヨーロッパイガ

イはイガイ科（Mytilidae），Isognomon alataとI. radiata

はウグイスガイ科（Pteriidae）にそれぞれ属す．イガイ

科では，同じ科に属していても，ムラサキイガイとは異

なる形態の糞を排泄する種（カリブヒバリガイ，モエギ

イガイ）も確認された． 
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表－2 様々な海洋生物の糞の形態的特徴．○は該当する特徴あり，×は該当する特徴なし，？は該当する特徴の有無が不 

     明であったことをそれぞれ示す．ムラサキイガイと共通する特徴を持つ糞を排泄する種は背景を灰色で表示．

綱 学名 和名 細長い 幅は均一 扁平 縦筋 参考文
多板 Stenoplax (Stenoplax) floridana 和名なし ○ ○ × × 2)

Acanthopleura granulata 和名なし × × × × 2)
Pronucula tenuis 和名なし ○ ○ × ○ 1)

二枚貝 Nuculana minuta ホッキョクシワロウバイ ○ ○ × ○ 1)
Arca imbricata 和名なし ○ ○ ○ × 2)
Plicatula gibbosa マメガキ ○ ○ ○ ○ 2)
Euvola ziczac イナズマイタヤ × × × × 2)
Mimachlamys varia フランスニシキ ○ ○ × ○ 1)
Lima lima ホンミノガイ ○ × × × 2)
Brachidontes exustus アメリカイリエヒバリガイ ○ ○ ○ ○ 2)
Brachidontes modiolus 和名なし ○ ○ ○ ○ 2)
Modiolus americanus カリブヒバリガイ × ○ ○ ○ 2)
Mytilus edulis ヨーロッパイガイ ○ ○ ○ ○ 1)
Perna canaliculus モエギイガイ ○ ○ × ○ 4)
Isognomon alata 和名なし ○ ○ ○ ○ 2)
Isognomon radiatus 和名なし ○ ○ ○ ○ 2)
Mya truncata エゾオオノガイ ○ ○ ? × 1)
Americardia media フロリダハナザル ○ × × × 2)
Donax variabilis コチョウナミノコ ? × × × 2)
Abra alba 和名なし ○ ○ × × 1)
Abra nitida 和名なし ○ × × × 1)
Tellina donacina ナミノコザクラ ○ ○ × × 1)
Polymesoda floridana フロリダイリエシジミ × × × ○ 2)
Chione cancellata ウチムラサキカノコアサリ ○ × × × 2)

腹足 Lampanella minima 和名なし ○ × × × 2)
Cerithium eburneum ユキゲカニモリ × × ? × 2)
Cerithium litteratum ハナヤカカニモリ ○ × ○ × 2)
Modulus modulus 和名なし ○ × ○ × 2)
Angiola lineata カリブヨコスジタマキビモドキ × × × × 2)
Littoraria angulifera アメリカウラウズタマキビ ○ ? ? × 2)
Strombus gigas ピンクガイ ○ × ? × 2)
Melongena corona カンムリボラ ○ × ? × 2)
Stramonita rustica サビレイシ × × × × 2)
Crassispira ostrearum 和名なし ○ × × × 2)
Siphonaria alternata 和名なし ○ × ? × 2)
Onchidella floridana 和名なし × × × × 2)
Melampus coffea コフェウスシイノミ ○ ○ × × 2)
Nerita fulgurans アンチルアマガイ ○ ○ × × 2)
Nerita tessellata イチマツアマガイ ○ ? × × 2)
Nerita versicolor サラサアマガイ ○ ○ ○ × 2)
Patella vulgata セイヨウカサガイ ○ ○ × × 1)
Emarginula fissura 和名なし ○ ○ ○ × 1)
Gibbula magus アカクルマチグサ ○ ○ × ○ 1)
Calliostoma jujubinum ナツメエビス ○ ○ × × 2)
Lithopoma americanum アメリカサザエ ○ ? × ○ 2)
Lithopoma phoebium 和名なし ○ ○ ? × 2)
Turbo castanea クリイロサザエ ○ ○ × ○ 2)

多毛 Eurythoe complanata ハナオレウミケムシ ? ○ × ○ 2)
Protula tubularia ナガレカンザシゴカイ ○ ○ × × 3)
Potamilla leptochaeta ドロケヤリ ○ ○ × × 3)
Cirriformia tentaculata ミズヒキゴカイ ○ ○ × × 3)
Cirratulus sp. 和名なし ○ ○, × × × 3)
Arenicola cristata 和名なし ○ ○ × × 3)
Notomastus sp. 和名なし ○ × × × 3)

ユムシ Ikedosoma gogoshimense ゴゴシマユムシ ○ × × × 3)
スジホシムシSiphonosoma  cumanense スジホシムシモドキ ○ ○ × × 3)
顎脚 Striatobalanus amaryllis サクラフジツボ ○ ○ × × 3)

Amphibalanus venustus アカシマフジツボ ? × × × 2)
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4. 考察 
 

 60個のムラサキイガイの糞のうち，90%以上の糞で観

察された形態的特徴は，1．形が細長，2．幅が均一，3. 形

が扁平，4. 縦筋がある，の4点だった．これらの特徴をす

べて備えていたムラサキイガイの糞の割合は，全体の

86.7%だった．よって，上記4点の形態的特徴に基づく判

別によって，高い割合でムラサキイガイの糞を抽出する

ことができると考えられる．また，これらの特徴は7－50

倍の実体顕微鏡を用いて容易に観察できるため，実用性

の高い判別法であると考えられる． 

Giles and Pilditch (2004)及びLiutkus et al. (2012)による

と，一部のイガイ科貝類の糞の形態は成長と共に変化す

るとされている．東京湾で確認される着底後の貝の殻長

の範囲である約0.2－77.7 mm（坂口・梶原，1988；上野

ら，2001）のうち，本研究で扱ったムラサキイガイの殻

長の範囲（殻長6.1－86.4 mm）は，一部の小さな貝を含

んでいないが，東京湾で確認されている殻長の範囲（0.2

－86.4 mm）の93%をカバーしていた．この範囲において，

上記4点の特徴は共通していたことから，成長度合に関わ

らず，上記4点の特徴は判別に適すると考えられる． 

ムラサキイガイと類似した形態の糞を排泄する貝類は

翼形亜綱のイガイ科，ウグイスガイ科，ネズミノテ科の

いずれかに属していた．この亜綱に属する貝類の多くは

足糸やセメント質を分泌して岸壁や岩の表面等の固い基

質に付着する（佐々木，2010）．そのため，このグルー

プの中にはムラサキイガイと同様に護岸表面に付着する

ものが含まれる．例えば東京湾では翼形亜綱に属する7

種の二枚貝（フネガイ科のカリガネエガイ，イタボガキ

科のマガキ，イガイ科のミドリイガイ，コウロエンカワ

ヒバリガイ，ヒバリガイ，ホトトギスガイ，及びウグイ

スガイ科のアコヤガイ）が確認されており（西，2005；

東京都環境局，2012；横浜市，2010；上村ら，2011；柚

原ら，2013；横浜市，2014），これらの種はムラサキイ

ガイと同様，護岸，岩礫，浮標等の基質に付着する（Firth 

et al., 2011；Miyazaki et al., 1999；堀越・岡本，2007；横

浜市，2014）．これら7種のうち，アコヤガイを除く6種

はムラサキイガイと同所的に分布することがある（堀

越・岡本，2007；横浜市，2014）． 

 よって，ムラサキイガイの糞の量を測定する際には，

対象水域において，これら6種の生息状況（生息の有無，

生息量）を確認しておく必要がある．しかし一方で，既

往の調査結果（上村ら，2011；横浜市，2014）によって，

ムラサキイガイはこれらの種よりもしばしば優占するこ

とが報告されており，これらの種の同所的生息は，それ

程大きな過大評価の原因にはならないと考える． 

 

5. おわりに 

 

港湾構造物の直立面に優占し生態系に強い影響を及ぼ

す侵略的外来生物種ムラサキイガイの糞による底質環境

への影響を把握するためには，ムラサキイガイの糞を定

量的に把握する必要がある．懸濁物中の糞の量を定量的

に測定することを可能とするために，ムラサキイガイの

糞の形態的特徴を用いて堆積物の中からムラサキイガイ

の糞を判別する手法を検討した．その結果，多くのムラ

サキイガイの糞に共通する4種の形態的特徴（形が細長，

幅が均一，形が扁平，縦筋がある）を明らかにした．ま

た，既往研究からこれら4点の特徴を持つ糞を排泄する海

表－2（つづき） 

綱 学名 和名 細長い 幅は均一 扁平 縦筋 参考文
軟甲 Clibanarius tricolor ヤドカリ類の1種 ○ ○ × × 2)

Galathea squamifera 和名なし ○ ○ × ○ 1)
Callinectes  sp. アオガニの近縁種 ○ × ○ × 2)

ウニ Temnopleurus toreumaticus サンショウウニ ○,× ○, × × × 3)
Hemicentrotus pulcherrimus バフンウニ ○,× ○, × × ○,× 3)
Heliocidaris crassispina ムラサキウニ × × × × 3)
Echinocardium cordatum オカメブンブク ○,× × × × 3)

ナマコ Holothuria (Panningothuria ) forskali 和名なし ○ ○ ? × 1)
Apostichopus japonicus マナマコ ○ ○ × × 3)

ホヤ Ciona intestinalis カタユウレイボヤ ○ ○ × ○ 3)
Ascidia ahodori ナツメボヤ ○ ○ × ○ 3)
Styela canopus フタスジボヤ ○ ○ × × 3)
Styela clava エボヤ ○ ○ × ○ 3)
Styela plicata シロボヤ ○ ○ × × 3)
Halocynthia roretzi マボヤ ○ ○ × × 3)

参考文献：1) Moore (1939); 2) Manning and Kumpf (1959); 3) Arakawa (1971); 4) Giles and Pilditch (2004) 
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産無脊椎動物種は7種確認されたが，ムラサキイガイと同

所的に生息する種はムラサキイガイほど優占しないため，

ムラサキイガイの糞の量の推定に際し，大きな誤差要因

とはならないと考えられた．これらのことから，これら4

点の形態的特徴に基づくことによって，懸濁物の中から

ムラサキイガイの糞を視覚的に高確率で判別できること

が示された． 

今後はこの判別方法を用いて，実海域における調査を

実施し，港湾域におけるムラサキイガイの影響を，既往

の遺骸のみの考慮ではなく，糞までも考慮して定量的に

評価する予定である． 

 

（2015年2月16日受付） 
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付録 観察したムラサキイガイの糞．マス目は褐色が 1 辺 5mm，水色が 1 辺 1mm． 
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ID1-3 の糞 

 

 

ID2-1 の糞 
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ID2-1 の糞（一部を拡大） 

 

 

ID2-2 の糞 
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ID2-3 の糞 

 

 

ID3-1 の糞 
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ID4-3 の糞 

 

 

ID5-1 の糞 
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ID5-2 の糞 

 

 

ID5-3 の糞 
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ID6-1 の糞 

 

 

ID6-2 の糞 
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ID6-3 の糞 

 

 

ID7-1 の糞 
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ID7-2 の糞 

 

 

ID7-3 の糞 
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ID8-1 の糞 

 

 

ID8-2 の糞 
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ID8-3 の糞 

 

ID9-1 の糞 
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ID9-2 の糞 

 

 

ID9-3 の糞 
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ID10-1 の糞 

 

 

ID10-2 の糞 
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ID10-3 の糞 

 

 

ID11-1 の糞 
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ID11-2 の糞 

 

 

ID11-3 の糞 
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ID12-1 の糞 

 

 

ID12-2 の糞 

 



港湾構造物に優占する侵略的外来種ムラサキイガイの糞の形態的特徴/秋山吉寛・井芹絵里奈・岡田知也 

 - 30 -

 

ID12-3 の糞 

 

 

ID13-1 の糞 
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ID13-2 の糞 

 

 

ID13-3 の糞 
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ID14-1 の糞 

 

 

ID14-2 の糞 
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ID14-3 の糞 

 

 

ID15-1 の糞 
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ID15-2 の糞 
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ID16-1 の糞 

 

 

ID16-2 の糞 

 



港湾構造物に優占する侵略的外来種ムラサキイガイの糞の形態的特徴/秋山吉寛・井芹絵里奈・岡田知也 

 - 36 -

 

ID16-3 の糞 
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ID17-2 の糞 

 

 

ID17-3 の糞 
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ID18-1 の糞 

 

 

ID18-2 の糞 
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ID18-3 の糞 

 

 

ID19-1 の糞 
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